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埼玉県立大学研究・地域活動シーズ2024-2025

●文科省科研によるM-GTA（木下康仁）研究成果の応用を社会実装する過程にてF-SOAIPを開発(研究代表)
●AMED事業(代表:山口春保:認知症介護研究・研修東京センター)にて認知症BPSD予測のためのAIシステム開発
に参画●厚労科研(研究代表 上田敏丈 名古屋市立大学大学院)にて保育領域記録システム(COVAP)を開発●老人保健
健康増進等事業（F-SOAIPの試行事業）の参画施設が採用していた介護記録システムにF-SOAIP搭載の協力
●地域包括ケアシステム向け ●保育所 特別な支援が必要な保護者対応記録

●認知症ケア(BPSD発症予測)AIシステム ●介護記録
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DX推進に資するF-SOAIP多領域汎用型システムによるプラットフォーム
～リアルワールドデータによるイノベーション～

研 究 概 要

講座(コンサルテーション)テーマ紹介

アピールポイントなど

研 究 紹 介

オールウィンシステム㈱:F-SOAIP搭載の「ケアノート」
https://allwinsys.co.jp/carenote/news/20231227_1/

フレアーズ合同会社: F-SOAIPに基づくデータベース型記録システム

ゲオム㈱: 認知症BPSD発症予測システム(音声入力によるF-SOAIPの自動
分類) https://www.dcnet.gr.jp/pdf/journal/decaai_20230104.pdf

ソーシャルケア、対人支援、多職種連携、地域包括ケア
F-SOAIP、リアルワールドデータ、多領域汎用型システム、イノベーション、DX、AI、M-GTA
https://www.spu.ac.jp/academics/db/tabid334.html?pdid=198shima

社会福祉子ども学科 社会福祉学専攻
嶌末 憲子 准教授

利用者や家族・専門職や自治体等のニーズに着目した リアルワールドデータ によるDX推進・AI化等のイノベー
ションを起こすべく、F-SOAIP多領域汎用型システムによるプラットフォーム構築に向け、研究紹介にある他、自
治体福祉相談（ ㈱TKC ）や電子カルテシステム等のシステムベンダー各社様との共同開発に取り組んでいます。

●重層的支援体制整備事業の展開に向け、F-SOAIP搭載を要件とするシステム発注の自治体が複数有。
●富士通Japan㈱の電子カルテにF-SOAIP搭載が決定。GEヘルスケア・ジャパン㈱のコマンドセンターを導入した東
京都立墨東病院をはじめ、医療系雑誌にて紹介した医療機関でのF-SOAIPデータによる医療DXを期待。
●株式会社ワイズアンドテクノロジー（筑波大学発のベンチャー企業）とF-SOAIPのアプリ開発によるロジックモデ
ルの政策提言研究を支援予定（『月刊ケアマネジメント』2024年4月号参照）。
http://seikatsu.care 本シーズ「利用者や家族・専門職・団体向け」や「自治体・メディア向け」もご確認ください。

●多機関多職種向けの記録システムベンダーへのF-SOAIP搭載:リアルワールドデータ分析支援等

https://ueda534.my.canva.site/covap-examin
㈱アルム 地域包括ケアシステム推進ソリューション「Team」
https://www.allm.net/team/

システムベンダー・研究者向け


